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１. □ 着工前、竣工の写真は同一方向で対比できるように撮影されているか。

２. □ 掘削後、既設路盤構成をスタッフ、リボンテープ等を使用し、撮影されているか。

３. □ 既存舗装構成調査票が添付されているか。

４. □ 掘削深Ｈ＝1.5ｍを超える場合は、土留め等対策がなされているか。

５. □ 黒板等を使い工事工程毎に作業内容、作業状況、仕上がり検測寸法
使用材料を明示しているか。                 Ｗ

             例

例 表層工：転圧状況：検測           0.25ｍ

上層路盤工：転圧状況：検測 下層路盤工1層目                      1.2m

下層路盤工1層目：転圧状況：検測 ｔ＝15㎝

下層路盤工2層目：転圧状況：検測 Ｒｃ40

など

６. □ 埋設表示シート等は高さが分かるよう明確に撮影できているか。

７. □ 側溝、配水管等の構造物が既存する場合は、離隔が分かるよう撮影できているか。

８. □ 路体（舗装路盤底面から1.0ｍ以下）の埋戻しの転圧厚さは30㎝以下。

９. □ 路床（舗装路盤底面から1.0ｍ以上）の埋戻しの転圧厚さは20㎝以下。

10. □ 下層路盤工のｔ=25㎝は2層仕上げとなっているか。

11. □ 表層工のプライムコートは全面に必要量が散布されているか。

12. □ 舗装復旧舗装後の出来形検測は、リボンテープ等を使用し、明確に
撮影できているか。

13. □ 既存の外側線等の付属物の復旧は、既設材料と同等品以上でできているか。

14. □ 占用延⾧が50ｍ以上の場合は測点を定め、50ｍ毎に工事工程ごとの撮影が
できているか。

15. □ 出来形図が添付されているか。
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